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Ⅴ ま と め
課題解決型の学習スタイルと実践によるコミュニケー
ション力の向上も狙いながら学生が持参する携帯端末や
タブレットによる技の解説動画を活用したり、相互で実
施した技を撮影、再生しながら学び合うことは効果大で
あった。また、大学生であっても達成できたときに友人
が賞賛することで、さらなる意欲に結びつくことが感想
レポートからも確認ができた。
大学生による学び合いや器械器具の工夫による授業形
態は、予想以上に効果をもたらすことができた。さらに、
コミュニケーションの場を増やすことで、これまで器械
運動に苦手意識を持っていた者が、友人と楽しく学習す
ることができるようになり、これにより、技の習得だけ
でなく、この授業のねらいの一つである友だち理解にも
繋がり、大きな効果へと繋がった。今後さらに場づくり
や工夫した器械器具や補助技術の向上を目指すことで、
有意義な授業実施に繋がるものと思われる。
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